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Self-medication is defined as taking responsibility for one's own health and treating minor physical  

ailments by oneself, and is expected to bring about a reduction in medical costs. While it has been 

suggested that self-decision-making regarding self-medication is established at the age of college 

students, there are issues regarding the awareness of college students regarding medicines. 

Therefore, in this study, we developed LINE chatbot system to support university students' self-

medication practice. 
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1. はじめに

セルフメディケーションとは，自分自身の健康に責

任を持ち軽度な身体の不調は自分で手当てすること(1)

と定義されており，医療費の適正化をもたらすことが

期待されている(2)．最近では，手軽に薬局・薬店・ドラ

ッグストアなどで処方箋無しで医薬品（OTC 医薬品）

の購入が可能になり，セルフメディケーションの重要

性が高まっている．OTC とは「Over The Counter：

オーバー・ザ・カウンター」の略でカウンター越し

に薬を販売するかたちに由来している(3)． 

厚生労働省医薬・生活衛生局では，平成 22 年 7 月

から，文部科学省の協力を得て，「薬害を学び再発を防

止するための教育に関する検討会」を開催し検討を行

い，薬害を学ぶための教材を作成して，平成 23 年度か

ら全国の中学校に，令和４年度から全国の高等学校に

配布して(4)教育を実施している。 

しかし近年，若者の市販薬のオーバードーズ

（Overdose）が社会問題となりつつある．「オーバード

ーズ（Overdose）」とは，薬を使うときの一回あたりの

用量（dose）が過剰である（over）こと，または薬物

の過剰摂取に及ぶ行為のことをさす(5)．特に医師の処

方箋がなくても薬局等で自由に購入できる OTC 医薬

品がオーバードーズの対象になっている． 

薬に対する意識に関係したセルフメディケーション

に関する自己決定は，大学生位の年齢で構築されるこ

とが示唆されている(6)が，大学生の薬教育に関する研

究は少なく，健康な大学生の薬の接触頻度や薬の知識

に着目した研究は見られない．また，高校までの薬教

育内容には，薬の副作用，飲み合わせなど適切な薬使

用に関する知識の獲得が含まれる (7)一方で，大学生

104 名に対する事前調査では，「薬の飲み方は理解して

いるが，副作用は理解していない」といった意見や，

JSiSE Research Report 
vol.38,no.1(2023-5)

－17－



 

 

「飲み合わせへの意識が低い」ことなどが明らかにな

り，高校までの薬教育が定着していない(8)ことが示唆

された．この調査から大学生の薬に対する意識には課

題があり，人生設計において大切な時期を過ごす大学

生に適切なセルフメディケーションの実践支援を行う

必要性は高い．そのためには，自らの健康を意識して

薬に対する知識を深め，必要に応じて実践に移せるこ

とが重要である． 

セルフメディケーションを支援する有効な手法とし

てお薬手帳の活用が挙げられる．お薬手帳とは，薬の

名前や服用方法などに関する情報を過去のアレルギー

や副作用の経験の有無と併せて経時的に記録するため

のものであり，近年では紙だけでなく電子版のお薬手

帳 (9)も登場している．また医療用医薬品だけでなく

OTC 医薬品を検索，登録できるお薬手帳(10)も提供さ

れており，これらの活用によって簡便な薬剤管理が可

能になると考えられる．しかし一方で，既存のアプリ

では登録した薬の情報は web 上の検索エンジンによ

る検索結果しか得ることができず，多くの大学生が理

解していない薬の副作用や飲み合わせに関する情報を

気軽に得ることは難しい．そこで本研究では大学生の

セルフメディケーションを身近に実践でき，簡単な操

作で薬の相談もできる機能を持つアプリ開発を行った． 

2. 目的 

本研究では大学生のセルフメディケーション実践支

援を目的に，チャットで相談できる機能を持つ LINE

を活用した「おくすり手帳」の開発を目的とする． 

3. 開発したおくすり手帳 

3.1 概要 

本研究では LINE 株式会社の「Messaging API」を

利用したユーザーの送信内容に応じた自動返信が可能

なロボットを活用した．開発環境は Google の「Google 

Apps Script（GAS）」，開発言語は JavaScript を使用

した．薬について気軽に相談ができる機能を実装する

ため，OpenAI が提供している「ChatGPT」を活用し

た．次ページ図 1 にシステムの構成を示す． 

図 1 システム構成図 

3.2 実装内容 

開発した「おくすり手帳」では，3 つの機能を実装

した．具体的には（1）購入した OTC 医薬品の JAN コ

ードを登録する機能，（2）薬に関して気軽に相談がで

きる機能，（3）登録した薬の情報を確認する事ができ

る機能である．以下にその詳細を説明する． 

3.2.1 薬の登録機能 

カメラ撮影によって，購入した OTC 医薬品を登録

できる．実行画面（図 2）の左側左下①枠にある「薬の

登録」アイコンをタップすると，右側の②の枠でカメ

ラを起動するプログラムが実行され，商品の JAN コ

ード（バーコード）を入力することで薬剤データを登

録することができる．  

   

図 2 OTC 医薬品の登録手順 
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3.2.2 薬について相談ができる機能 

実行画面（図 3）左側右下の「基礎質問」アイコンを

タップすることで事前に研究者が作成した質問につい

て答えを得ることができる．具体的な実行画面は図 3

の右側に示す．また ChatGPT による様々な応答を受

け取ることができる．ただし，ChatGPT は常にセルフ

メディケーション実践において適切な回答をするとは

限らないため，回答内容について自ら検討をするよう

使用者にあらかじめ注意勧告を行う．  

 

 

図 3 相談機能 

 

3.2.3 登録した薬の情報を確認することができる機能 

実行画面（図 4）右側中央の「在庫確認」アイコンを

タップすることで自身が登録した OTC 医薬品の情報

を確認することができる．具体的には，事前に登録し

た性別・年齢に合わせて薬の「飲み方」「副作用」「飲

み合わせ」について知ることができる．また，メッセ

ージ内のリンク(7)をタップすることで詳細な情報を得

ることができる． 

 

 

 

 

  

図 4 在庫確認方法 

4. 評価方法 

4.1 目的と対象者 

開発した「おくすり手帳」により，セルフメディケ

ーションに関する知識の増加，意識の変化・実践，ア

プリの使用感等に関する評価を行うことを目的とする． 

対象者は，機縁法による募集によって研究参加への

同意が得られた大学生 20 名程度を対象とする． 

4.2 評価実験 

評価実験は，図 5 に示すようにⅠ~Ⅳの 4 段階で行

うこととする．なお，行動習慣の変容には最低でも 1

か月かかる(11)ことから実験期間は 1 か月とする．Ⅱ，

Ⅳのアンケートではセルフメディケーションに関する

知識問題や実践意識，さらに「おくすり手帳」の使用

感について問う． 

 

図 5 実験手順 

4.3 評価指標 

4.3.1 セルフメディケーションに関する知識 

日本薬剤師会の HP(9)を参考に作成した問題を使用

し点数を前後比較する．表 1 に問題内容を示す． 
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表 1 セルフメディケーションに関する知識問題 

 項 目 

1 セルフメディケーションの定義 

2 セルフメディケーションの実践方法 

3 セルフメディケーションで済ますべき場合と

処方を受けるべき場合の違い 

4 薬の種類（要指導医薬品，一般用医薬品等） 

5 かかりつけ薬局について 

6 セルフメディケーション税制について 

 

4.3.2 セルフメディケーション実践 

自己報告式習慣尺度(13)（SRHI-J）を用い，セルフメ

ディケーションに関する行動変容が起こっているかを

前後比較する．表 2 に質問項目を示す． 

表 2 自己報告式習慣尺度（SRHI-J） 

 項目（SM：セルフメディケーション） 

1 SM を現在，頻繁に行っている 

2 SM は自動的（無意識的）にやっている 

3 SM は思い出さなくても，やれる 

4 SM はやらないと，気持ち悪い 

5 SM は意識して考えることなくやっている 

6 SM をやらないようにするには，我慢する必要

がある 

7 SM は毎日・毎週・毎月の決まり事のようにな

っている 

8 SM は気がついたら始めていることがある 

9 SM をやらないことは考えられない 

10 SM のやり方をいちいち考える必要がない 

11 SM をすることは，とても自分らしい事だ 

12 SM はすでに長い間，やってきている 

 

4.3.3 システムの使用感 

開発システムのユーザーインターフェースや，

ChatGPT による介入はセルフメディケーション実践

において適切であったかについて，自由記述で問いそ

の内容をカテゴライズして質的に評価する． 

5. まとめ 

本研究では，大学生のセルフメディケーション実践

を支援するため LINE を用いて「おくすり手帳」を開

発した．今後，評価実験を行い，開発システムの有用

性について検証する予定である．また，今回使用する

ChatGPT による相談機能がセルフメディケーション

実践において適切な介入であるかについても質的に考

察していきたい． 
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